
上牧、下牧時に定期的な駆虫を！ 
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消化管内線虫は、牛の消化管内に寄生する糸状の虫の総称です。 

牛に“消化管内線虫”が寄生していると、「吸血」や「栄養の横取り」
によって、牛に貧血や栄養不良が起こります。 

 このため、以下のような症状が出ます。 

 ・発育が遅くなる 

 ・痩せてくる 

 ・受胎率の低下 

 ・大量の寄生では、突然死することも 
 

 予防のために、上牧、下牧のタイミングで駆虫を行いましょう。 

 駆虫薬には、牛の背にかけて使うものや、注射するものなどがあ
ります。具体的な種類、使用方法などについては、獣医師とご相談
ください。 

糞便検査で見つかる色々な寄生線虫卵 
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